
研修報告書

	所　　属　　　青山荘　　　　　　　　職　種　社会復帰指導員　　氏　名　山口　碧

	期　　間　　平成　18　年7月18　日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　　平成18年度第１回青森就業支援基礎講座参加の為

	出 張 先　　県民福祉プラザ

	＜研修要旨＞

「支援者と事業所の視点の違い」

· 支援者の視点

基本的姿勢：中心は精神障害者。精神障害者のQOL向上や、その人らしいライフスタイル獲得を支援する。

· 病状悪化や再発にいたらないよう、医療面に留意して支援する。

· 地域生活を安定して送れるように支援する。

· 就労は重要なステップである。

· 就労意欲、希望を尊重する。

· 必要に応じて、適切な支援機関につなげる。

· 事業所の視点

基本的姿勢：中心は事業所。様々な視点（企業イメージの向上、雇用率達成の為、職安等支援機関から頼まれた為、家族・知り合いに障害者がいる為など）

· 消極的動機（本社からの指示による雇用、職安からの指導による雇用）が積極的動機（社会的使命として雇用、職場実習で確認後雇用）になることが、安定した雇用の鍵となる。

· 雇用を決めた人と仕事を教える人（現場の人）によっても視点が変わることもある。

· 障害者職業センターの視点

基本的姿勢：中心は精神障害者、事業所の双方。それぞれの意向や現実的な力関係を考慮し、バランスをとりながら互いを支援する

· 本人の障害特性と事業所の職場環境とのベターなマッチングを目指す

· 助成金、ジョブコーチ支援等を効果的に用い、精神障害者、事業所互いの負荷を下げる

· 精神障害者と事業所の意識の差を埋める

「グループワークのなかで事業主・職安から出された意見」

· 事業主

· 北東北３県の障害者雇用率は全国でも下位クラス（0.41～0.42）。

→即戦力が求められており、戦力にならないと雇用しない。

· 事業主が、働きに来る障害者に「会社に行くのは楽しい」と思わせるためには、業務内に楽しい場面をつくる必要があり、そのためには、支援者のバックアップが必要。

· 支援機関が事業主・本人に対して何を支援してくれるかにより雇用するかどうかが決まる。

· 本人の障害・病気について、事業主・従業員に説明することは不可能に近い（時間的余裕もなく、理解が困難）為、「ストレスに弱い人、体力的に自信がない人」という説明のみで終始し、障害については隠している。

· 支援者は、「仕事をしたい」との障害者本人の意思を尊重するだけではなく、施設を利用している間に、障害者雇用の現状の厳しさについて認識させて欲しい。そして、本人にどんな仕事が合うのか見極め、本人の能力に適している仕事を見つけることが障害者雇用拡大の鍵になるのではないか。

· 事業主は、障害者雇用に不安を感じており、特に本人にどのような仕事があっているのかという見極めが欲しい。

· ただ就職先の事業所に預けるだけではなく、生活支援をしてほしい。

（家族・施設・サポートセンターがどのような支援ができるのか枠組みを提示して欲しい）

· 障害者職業センター

· 事業主は医療に関する情報を期待している事が多く、医師と雇用する事業所の板挟みとして役割を果たしてくれる支援機関が必要。

· 事業者側の「どこに配慮すれば障害者も他の従業員と同じように働けるか」との質問に、支援者が明確に答えていくことが必要。

· 会社の人事異動が起こる時期には、顔見しりの従業員がいなくなるためか、退職相談が多い。

· 決められた時間内に集中して働ける能力を身につける訓練を施設側で行って欲しい。

· 青森県の障害者求人件数174件のうち、雇用契約に至ったものは15件。

→１人平均12回就職面接を受けていることになる。

＜考察＞


　今回、障害者就業基礎講座に参加したが、障害者雇用の支援に携わった経験もないため、グループワーク参加により、他事業者の率直な意見や考えが聞けるのではないかとの期待が大きかった。KJ法を用いた少人数でのグループワークでは、「事業主の視点に立ち、雇用の際、本人・支援機関に望むこと」を書き出していく作業を行った。グループ討議の結果発表後、事業者側から研修参加者に対し、多くの問いが投げかけられ、私たちがいかに支援者側の視点でしか本人・事業者を捉えていなかったかに気づかされた。それとともに、私が出した意見が、教科書に書いてある理想論に過ぎず、現実を直視していないことにも気づいた。特に障害者雇用主であるアドバイザーの安西氏が「障害者雇用の現状の厳しさについて施設を利用している間に認識させているか」との問いは、今までの自分の障害者支援のあり方について考え直すきっかけとなった。私は、どうしても本人・家族の自己決定・意思尊重を第一に優先してしまうことが多く、本人の意思を受け入れてしまう。しかし、自己決定は、支援者側がそれらに関するメリット・デメリットを含めた情報を多く提示した上での初めて意味をなすものであり、現状を知らせることなくそのまま本人の希望を鵜呑みにしてはいけないことを知った。だからこそ、安西氏が話す「見極め」（本人がどこまで出来て、また支援者もどこまでどのような支援ができるのかはっきり提示すること）が必要なのだと感じた。

　安西氏は、雇用の際、本人・支援機関に望むこととして、支援者を医者と事業所の橋渡し役として大いに期待していると話されていた。私達参加者からはそのような意見は全く出ることはなく、私たちが事業所・本人の為に何かをしてあげる、伝える、教えるという、事業主の視点ではなく支援者中心の意見が多かったように思う。事業所が希望していることは、支援可能な枠組みをはっきり提示し、支援者、職業センターのバックアップがとれることが一番必要なのだと知った。バックアップをする為にはかなりの努力が大切だと思う。私たちは仕事の対価である給料が楽しみで働いている部分がないとはいえない。もちろん、生活のためであったり仕事にやりがいを感じて働いている人もいる。しかし、障害者に支払われる賃金は障害者雇用者でない者より圧倒的に少なく、それでも安西氏がいう「毎日会社に行くのは楽しいと思える場面をつくる」のは容易ではなく、他に代わるモチベーションを本人に与え続けることは本当に大変な事だと思う。また、「支援機関は事業所・本人のために何ができるかで雇用するかどうかが決まる」との言葉を聞き、支援者側は何人障害者を就職させたかという実績を問われがちとなるが、より多くの障害者を事業所に紹介するだけで終わりなのではなく、支援者が手厚く支援できるだけの障害者を抱え込むように、量より質が大切なのだと感じた。

　障害者の就職は本人のやる気・意欲が大切だと考えていたが、病気・障害を抱えている以上、支援者の努力・質が本人と同等、それ以上に求められるのだと知り、だからこそ障害者の就業支援はやりがいのある仕事なのではないかと感じた。私が勤務する青山荘でも、入所者のなかに就労希望者がいるが、まずは本人に障害者雇用の現状を認識してもらい、本人の能力を見極める事が大切だと思う。

　今回の研修は改めて就業支援の難しさを実感させられた研修であった。
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